Ⅰ．組織改正について
今般、本年４月１日付にて組織改正および社会的責任（ＣＳＲ）活動体制の整備を下記のとおり実施しますので、お知らせいたします。

【旭化成株式会社関係】

１．改正の趣旨

当社グループは、２００３年１０月に分社・持株会社制に移行し、各事業会社で「スピード経営」と「自主自立経営」を徹底した事業運営を行う一方、持株会社は「グループ全体戦略の立案」「グループ経営執行の監督」「グループ基盤維持」「コーポレートＲ＆Ｄ」に機能を特化し、グループ価値の向上を目指してきた。今般、更なるグループ価値拡大を目指して、戦略機能と新事業創出機能を強化した上で、コスト競争力のある小さな持株会社を早期に実現すべく、第一段階として以下の組織改正を実施する。

２．改正の要点
（１）組織再編による役割・機能の明確化と発生コストの極小化

持株会社の役割をマネジメントサポート（グループ戦略機能、グループモニタリング機能、新事業創出機能）およびグループサポート（グループ基盤維持機能）に位置づけ、下記の組織を強化する。

· 広報機能の強化・充実を図るため、広報室を総務部に移管し、一体運営を行う。
· 経営戦略室の機能を中長期経営戦略、資源配分および資金運用とし、強化を図る。
· 資金調達および経理業務の強化・効率化を図るため、財務機能と計数管理機能を集中統合し、経理・財務部を新設する。
· ＩＲ機能の強化を図るため、専任組織としてＩＲ室を新設する。

· 次の段階として、グループサポート組織の別法人化を含めた組織再編を検討することにより、２００９年度までに新事業創出を除くマネジメントサポート人員を１００人以下にすることを目指す。また、持株会社総発生コストも順次削減し、２００９年度までに大幅なコスト削減を目指す。

（２）新事業創出機能の集約・一元化

研究開発、知的財産、新事業戦略、各種プロジェクト等の新事業創出機能を本年６月末を目処に集約・一元化し、新事業創出の強化および迅速化を図る。

３．改正内容
（１）総務センターを総務部に名称変更し、広報室機能を移管する。

（２）購買物流統括センターを購買・物流統括部に名称変更する。

（３）計数情報センターを廃止し、その機能を新設する経理・財務部に移管する。
（４）財務・ＩＲ室を廃止し、その機能を経営戦略室、新設するＩＲ室および経理・財務部に移管する。
（５）情報システムセンターを情報システム部に名称変更する。

（６）戦略人事室と人事労務センターとを統合し、人財・労務部を新設する。

（７）環境安全・品質保証総括室を環境安全部に名称変更する。

（８）生産技術統括センターを生産技術部に名称変更する。

（９）知的財産・技術情報センターを知的財産部に名称変更する。
４．社会的責任（ＣＳＲ）活動体制の整備

当社グループは、以前より企業の社会的責任を果たすため、各ステークホルダーに対して積極的かつ広範囲にわたりさまざまな活動に取り組んできた。今後、さらにＣＳＲ活動を戦略的・体系的に行うため、社長を委員長とするＣＳＲ推進委員会を新設し、その下に一元的に各種社会的責任活動を集約する。




　　　企業倫理委員会（倫理・コンプライアンス、内部通報制度）




　　　ＲＣ委員会（環境安全、品質保証、健康管理）

　　ＣＳＲ推進委員会　　　　 市場委員会（独占禁止法遵守）

　　　（委員長：社長） 　　  輸出管理委員会（外国為替法遵守）




    （新設）危機管理委員会（地震、テロ、その他リスク）




    （新設）社会貢献委員会（地域振興、スポーツ・文化振興、災害支援他）

【旭化成ファーマ株式会社関係】

医薬事業統括本部を新設し、内部組織を次のとおりとする。

（１）医薬研究開発本部を新設する。
（２）医薬臨床・調査センターを移管し、医薬臨床開発センターに名称変更する。

（３）ライフサイエンス総合研究所および医薬営業本部を移管する。

以　上
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